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登録記念物への登録 
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《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 １件 

１ 鍋
な べ

山
や ま

(南
な ん

屏
びょう

峡
きょう

)【大分県豊
ぶ ん

後
ご

高
た か

田
だ

市
し

】 

 鍋
なべ

山
やま

（南
なん

屏
びょう

峡
きょう

）が所在する田
た

染
しぶ

は、両
ふた

子
ご

山
さん

に源を発して周
す

防
おう

灘
なだ

に注ぐ桂
かつら

川
がわ

の上流域に

山間の盆地を成し、弥生時代から低湿地に水田が営まれ、奈良時代には鍋山井堰
い せ き

が設けら

れて条里
じょうり

を発達させ、宇
う

佐
さ

神
じん

宮
ぐう

の本御荘
ほんみしょう

十八箇所
じゅうはちかしょ

のひとつとして平安時代後期に成立した

「田
た

染
しぶ

荘
しょう

」の故地
こ ち

として知られる。 

鍋山は田染の東端に位置して、桂川が屈曲して峡谷を成すわずか２００ｍ余りの左岸に

天を衝
つ

くように聳
そび

え並び立つ高さ２０～４０ｍ余りの柱 状
ちゅうじょう

の岩
がん

峰群
ぽうぐん

である。桂川を挟ん

で鍋山に対面する三宮
さんのみや

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

は、元宮
もとみや

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

から観応
かんのう

２年（１３５１）に市
いち

杵
き

島
しま

姫
ひめの

命
みこと

を分祀
ぶ ん し

して現在の位置に創建され、田染における農耕や水利に関わる信仰と名所の古

くからの結び付きをいまに伝える。その絶景は、貝
かい

原
ばら

益
えき

軒
けん

（１６３０～１７１４）が『豊
ほう

国
こく

紀
き

行
こう

』に奇観
き か ん

と記したのをはじめとして、杵築
き つ き

南画
な ん が

の祖と称される十
と

市
いち

石
せき

谷
こく

（１７９３

～１８５３）は山水画の画題として鍋山を含む田
た

染
しぶ

八景
はっけい

を見出して後の識者らが重ねて漢

詩を読み継ぎ、明治４０年（１９０７）にこの地を訪ねた井
いの

上
うえ

圓
えん

了
りょう

（１８５８～１９１９）

は「南屏峡」と雅称
がしょう

した。 

近年では、河畔
か は ん

に親水
しんすい

公園
こうえん

も整備されて「三
さん

の宮
みや

の景
けい

」とも呼ばれている。並び立つ岩
がん

峰群
ぽうぐん

に特徴付けられる景勝地であり、江戸時代から田染に伝えられてきた名所と信仰との

関係を知る上で意義深い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


